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算　　数

１　この問題用紙は，試験開始の合図で開くこと。

２　解答用紙に受験番号・氏名を記入すること。

３　答えはすべて解答用紙に記入すること。

４　円周率は 3.14 とする。

５　印刷がわからない場合は申し出ること。

６　試験終
しゅう

了
りょう

の合図でやめること。

７　問題用紙は各自持ち帰ること。

注　　意
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【問題は次のページにもあります】

　　　 令和 7 年度　中等部入学試験問題　第 1 回（算数）

1 　次の問いに答えなさい。⑴，⑵ は計算の過程もかきなさい。

⑴　｛（ 1－0.68 ）÷ 1
8 －2 ｝×2 1

7 －0.2　を計算しなさい。

⑵　（ 2－ ＋1 4
5 －1 3

5 ÷0.75 ）×0.625＝ 15
16　の にあてはまる数を

　答えなさい。

⑶　 1
1×2＋

1
2×3＋

1
3×4＋

1
4×5 　を計算しなさい。

⑷　□に 0 から 9 までのいずれかの数字を入れて，右の筆算を
完成させたとき，ア，イに入る数字を答えなさい。

4
2 5

6  0
3 0 0
9 6  0

×

ア イ
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2 　次の にあてはまる数を答えなさい。

⑴　
1

2
3 ＝ 1

6

⑵　1 ドルが 152 円，1 ユーロが 171 円のとき，200 ユーロは ドルです。

⑶　1 とその数しか約数をもたない 2 以上の整数を素数といいます。また，（3，5）の
ように連続した 2 つの奇

き

数がどちらも素数のときにそれらの組を双
ふた

子素数とよび
ます。双子素数を小さい順に並べたとき，（3，5）の次の双子素数は（5，7）で

（5，7）の次の双子素数は（11，13）になります。
　（11，13）の次の次に現れる双子素数は（ ， ）です。

⑷　ある整数を 6 で割ったとき，その商の小数第 1 位を四捨五入すると 10 になる
数がいくつかあります。このような整数のなかで一番大きい整数は です。

⑸　次のように，数がある規則にしたがって並んでいます。 
　

　 1
1 ， 1

2 ， 2
2 ， 1

3 ， 2
3 ， 3

3 ， 1
4 ， 2

4 ， 3
4 ， 4

4 ， 1
5 ，…

　　左から 31 番目の数は です。

⑹　右の図のような道があります。 
　 A から B までもっとも短い道のりで行く方法は

通りです。

⑺　ある中学校では，女子の人数は全体の人数の 55％にあたり，男子の人数は 270 人
です。 この中学校の女子の人数は 人です。

A

B



－ 3 －

【問題は次のページにもあります】

⑻　円形のランニングコースを A さんと B さんが同じ地点から同じ向きに同時に
走り始めました。A さんが分速 240 m で走っていたところちょうど 4 周したときに，
はじめて B さんを追い抜

ぬ

きました。B さんの走る速さは分速 m です。

⑼　右の図において，角 a の大きさは °
です。

⑽　下の図において，三角形 ABC を直線ℓのまわりに 1 回転させてできる立体の
表面積は cm2 です。

52°

52° 52°

27° 39°a

8cm5cm
12cm

A

B C ℓ
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　⑵ については，解答用紙に途
と

中の計算や考えた過程をかきなさい。

3 　右の図において，四角形 ABCD は平行四辺形で，
AE：EB ＝ 1：3，AF：FD ＝ 1：4 です。また，
DE，DB が CF と交わる点をそれぞれ G，H と
します。

⑴　FH：HC をもっとも簡単な整数の比で表しなさい。

⑵　FG：GC をもっとも簡単な整数の比で表しなさい。

⑶　FG：GH：HC をもっとも簡単な整数の比で表しなさい。
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　⑵ ⑶については，解答用紙に途
と

中の計算や考えた過程をかきなさい。

4 　A さんと B さんは調理実習でスープを作っています。次の会話文を読んで，後の
問いに答えなさい。
ただし，スープの塩分濃

のう

度とは，スープに溶けている食塩の重さを全体の重さで割った
濃さを表すもので，単位は％で表すものとします。また，味見で飲んだスープの量は
考えないこととします。

―　今，2 人のスープはそれぞれ 400 g ずつになっています。―
A さん： （ア）私のスープ，失敗したみたい。塩を入れすぎてしまったかもしれないわ。

B さんは，どれだけ塩を入れたの？ 
B さん：（イ）私は 3 g 入れたのだけれど，少しだけ薄

うす

いみたい。 

A さん：それならスープを 100 g ずつ交換
かん

して混ぜてみない？ 
B さん：いい考えね。 

―　2 人は 100 g ずつスープを取り出して交換してかき混ぜてみました。―
A さん：う～ん，私のは，まだしょっぱいわ。B さんのはどう？
B さん：私のもしょっぱくなったわ。水を 50 g ずつ入れてみない？ 
A さん：そうね。 

―　2 人は自分のスープに 50 g ずつ水を入れてみました。― 
B さん：おいしい！（ウ）私のはこれでちょうどいい。完成よ。 
A さん：ん…。（エ）私のスープにはもう少し水が必要みたい。

⑴　（イ）のとき，B さんのスープの塩分濃度は何％でしたか。

⑵　（ウ）のとき，B さんの完成したスープの塩分濃度は 1 ％でした。
　　（ア）のときの A さんのスープの塩分濃度は何％でしたか。

⑶　A さんのスープの塩分濃度も 1 ％にするには（エ）の後に何 g の水を入れれば
よいですか。


